
（A 4）

証　　　　　紙　　　　　欄

（消印してはならない）

年 月 日

タテ3.0cm

ヨコ2.4cm （ )
顔の大きさ

1.8cm程度

申請の種類 1．新　　　規

2．更　　　新

3．登録の移転

受　付　番　号 受 付 年 月 日 申請時の登録番号

電話番号　（ ） －

　宅建不動産株式会社

（ ） 第 号

年 月 日

講習実施者 ㊞  確認欄

備　考 ①申請者は、＊印の欄には記入しないこと。

②「申請の種類」の欄は、該当する番号を記入すること。
③「試験の合格後1年を経過しているか否かの別」欄は、該当するものを〇で囲むこと。

★2枚目を印刷してご使用ください

(公社)全日本不動産協会宮城県本部
本　　部　　長

様式第七号の二の二（第14条の10関係）

3 5 0

  宅地建物取引士証
交 付 申 請 書

下記により、宅地建物取引士証の交付を申請します。

カラー写真
令和　　6 99 99

宮城県知事　殿
郵便番号 ９９９－９９９９

申 請 者 住　所 宮城県仙台市青葉区○○999-9

氏　名 　土木　太郎

２

0 4 0 9 9 9 9 9

受 講 年 月 日

住　　　　　　　所
宮城県仙台市青葉区○○999-9

090 ××××

業務に従事している

宅地建物取引業者

　ドボク　タロウ

　土木　太郎

生   年   月   日   大 ・ 昭 ・ 平 年 月

に 関 す る 事 項 ○ ○○○○

新　規　の　場　合
試験合格後１年を経過 い 　 る

しているか否かの別 い な い

移  転  の  場  合 の 有 効 期 限

　この者は、宅地建物取引業法第22条の2第2項又は第22条の3第2項の規定において

準用する同法第22条の2第2項の規定による講習を修了したことを証します。

更 新 又 は 登 録 の 現に有する取引士証
Ｒ○○ 年 ○○ 月

××××

○○ ○○ ○○

　宅建不動産株式会社
👈宅地建物取引業者に

　　従事している場合は記入

○○ 日

日

** **

**

商 号 又 は 名 称

免 許 証 番 号

*

（フ リ ガ ナ）

氏 名

国土交通 大 臣

宮城県 知 事

１年を経過して

*

記入例



（A 4）

証　　　　　紙　　　　　欄

（消印してはならない）

年 月 日

タテ3.0cm

ヨコ2.4cm （ )
顔の大きさ

1.8cm程度

申請の種類 1．新　　　規

2．更　　　新

3．登録の移転

受　付　番　号 受 付 年 月 日 申請時の登録番号

電話番号　（ ） －

（ ） 第 号

年 月 日

講習実施者 ㊞ 確認欄

備　考 ①申請者は、＊印の欄には記入しないこと。

②「申請の種類」の欄は、該当する番号を記入すること。
③「試験の合格後1年を経過しているか否かの別」欄は、該当するものを〇で囲むこと。

(公社)全日本不動産協会宮城県本部
本　　部　　長

日
移  転  の  場  合 の 有 効 期 限

　この者は、宅地建物取引業法第22条の2第2項又は第22条の3第2項の規定において

準用する同法第22条の2第2項の規定による講習を修了したことを証します。

更 新 又 は 登 録 の 現に有する取引士証
年 月

に 関 す る 事 項

新　規　の　場　合
試験合格後１年を経過 い 　 る

しているか否かの別 い な い

日

業務に従事している

宅地建物取引業者

生   年   月   日   大 ・ 昭 ・ 平 年 月

受 講 年 月 日

住　　　　　　　所

氏　名

0 4

宮城県知事　殿
郵便番号 －

申 請 者 住　所

  宅地建物取引士証
交 付 申 請 書

下記により、宅地建物取引士証の交付を申請します。

カラー写真
令和

様式第七号の二の二（第14条の10関係）

3 5 0

** **

**

商 号 又 は 名 称

免 許 証 番 号

*

（フ リ ガ ナ）

氏 名

国土交通 大 臣

知 事

１年を経過して

*


